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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、より精緻で効果的なフィードバックを学生が受けられるシステムを情報通信技

術及び教育方法の両面から開発し、現在行なわれている医療面接実習に導入した。その上で、

他分野にも応用可能な、コミュニケーション能力一般の育成を支援するシステムの開発を行っ

た。その結果、実習映像と評価、そして評価の理由の記述を結びづけて学習者に提示できる本

システムは、医療面接実習における医学生、及び模擬患者の標準化トレーニングに有効である

ことが示された。また、教員養成などの他分野でも同様の有効性が確認された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The author developed an ICT system and training programs for fostering medical school 
students’ learn their communication skills mainly used for their medical interview with 
patients. The author also extended the system that the system could be effectively used 
in the other area, such as school for teachers. As a result, the system and its training 
programs were effective for students’ learning, especially because they offer movie, 
evaluation and its description at a time, which have an impact on students. 
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2010 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2011 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2012 年度 600,000 180,000 780,000 
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総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 

研究分野： 総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・教育工学 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者はこれまで、授業用リモコン
であるクリッカーと、ビデオカメラを使
い、受講者の教員に対するフィードバック
を記録・可視化する装置を世界で初めて開
発し、研究を続けてきた。この装置は、例
えば授業中に受講者が「わからない」と思

った瞬間にクリッカーの該当するボタンを
押すことで、そのフィードバック内容が、
同時に記録されている授業映像に付加され
るものである。この、「目の前で起きてい
ることにしおりをつける」機能は、授業改
善以外の一般的なコミュニケーションスキ
ル養成にも使用できることが示唆されてい
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るが、これまでその応用は、プレゼンテー
ション能力育成などの1対多数のコミュニケ
ーションに限定されていた。また、従来の
即時フィードバック装置ではクリッカーを
インターフェースにしていたため、「良
い」「悪い」などの非常に単純なフィード
バックを送ることしかできなかった。この
ため、そのフィードバックを受け取った使
用者が、該当する行動がなぜ良いのかなど
の詳細を知る ことができないという問題が
あった。 

一方、医療において心理・社会的側面の
重要性が高まるにつれて、近年の医学教育
では、医療面接が非常に重用視されてきて
いる。医療面接のトレーニング方法の 1 つ
に、模擬患者参加型医療面接実習がある。
この実習では、医学生が、医学的背景を持た
ない一般の人に 10 分程度の模擬医療面接を
実施する。そして、面接場面を撮影したビ
デオを視聴し、その後模擬患者と他の参加
者からフィードバックを受ける。この方法
は、学生同士のロールプレイよりも、さらに
実際の医療面接に近い形をとる、効果的な
トレーニング方法である。 

このトレーニング方法では、模擬患者か
ら医学生に与えるフィードバックが特に重
要となる。しかしながら、下記の 2 点が実
習において改善すべき課題となっている。1
点目は、医学生へのフィードバックの方法
である。これまでは、医療面接の映像を視
聴した後で、模擬患者が口頭でフィードバ
ックを与えていた。また、「共感の態度が
示されていたか」などの量的評価を紙に記
入し、 実習後に医学生に配布していた。し
かしこの方法では、医療面接中のどの行動
が、どれだけの参加者に支持あるいは問題
視されているかなどの、評価と行動が結び
ついた、より精緻なフィードバックを教室
内で与えることは困難であった。2 点目は、
模擬患者のフィードバックの質である。模
擬患者はトレーニングを受けた一般の人で
あるが、模擬患者の養成方法は未だ確立し
ておらず、技能にばらつきがあるため、模
擬患者が医学生に伝えるフィードバックの
質にも差が出てしまう問題があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、前項で述べた背景を踏まえ、
よ り 詳 細な情報を提供可能な即時フィード
バック装置を医療面接実習に導入する。そ
して技術開発と実習とを繰り返す中で、双方
の質を高めていく。 具体的には[医学生への
フィードバックの方法]、[模擬患者のフィー
ドバックの質]の 2 つの領域に関して、より
詳細なフィードバックを撮影中の映像に付
加できる装置を開発する。そして、その装置
を 1対 1でより密接なコミュニケーションを

必要とする模擬患者参加型医療面接実習に 
導入するとともに、その装置を最大限に活か
す教育方法を探求する。 
 まず、医学生へのフィードバックの方法で
ある。本研究では、クリッカーの代替として
デジタルペンの筆記情報を、リアルタイム
に録画中の映像に結びつける技術を開発す
る。それによって医学生のどの行動がどの
ように良いのか、あるいは悪いのかを、新
たに映像上のポイントで具体的に示すこと
が可能となる。そして、そのポイントが何
名の評価者によって評価されたのかを可視
化する。これにより、例えば、面接担当の医
学  生の自己評価と、その他の評価者の他者
評価を映像上で比較することが可能にな
る。本研究ではさらに、実習中に質的評価と
量的評価をビデオ映像に統合し、それをネ
ットワーク上で共有あるいは DVD-R メディ
アに記録する装置を開発する。これにより
医学生は、実習中だけでなく実習前 後にも
医療面接実習の映像と評価を短い時間で簡
単に視聴することが可能となる。また、開発
し  た装置を利用しつつ、教室内学習と教室
外学習をスムーズに接続する教育方法も検
討する。 
 模擬患者のフィードバックの質について
本研究では、 [医学生へのフィードバックの
方法]で述べた、新たに開発する即時フィー
ドバッ ク装置を活用した、模擬患者間の差
異認識と調整を行なう教育方法を開発する。
このとき特に下 記の 2点を重要視する。1点
目は、例えば「共感の言葉がけをした」な
どの客観的な観察事実を全員が見逃さず、
医学生に伝えることである。そして 2 点目
は、個々の模擬患者候補者自身の主観的な
感情変化を的確に捉え、明確に伝えること
である。2 点目は、患者に対するコミュニケ
ーション力が高い医師を育てるために、特
に大切な要素である。 
 本研究の技術面の特色としては、これま
でのクリッカーに代わり、デジタルペンに
よって収録中の映像に実時間でしおり付け
できる装置を開発することである。この装置
は現場教員と 2週間に1度の緊密な連携を取
りつつ、実際の実習を通して研究開発を進
めることで、より現場で使いやすいものと
なる。また、教育方法としては、本研究で
開発する最新の情報通信技術を医療面接実
習に導入し、模擬患者のトレーニングを含
めた包括的な教育方法を提供することが特
色である。さらに、 スタンフォード大学教授
学習センターでのディスカッションを通し
て、より高度で効果的な教育方法へと進化
させる。 
 この研究が完成することにより、日本だ
けでなく、客観的臨床能力試験を課す全ての
国の医学教育の現場において、より効果的



な教育システムが利用可能になる。また、
このシステムは、類似の客観的臨床能力試
験を課す薬学や看護学の教育に使用可能な
ばかりでなく、就職面接のトレーニングな
ど、他の分野のコミュニケーション力養成
にも応用可能である。 
 
３．研究の方法 

まず 2010 年度前期には、2週間に一度行な
われる実際の医療面接実習に参加し、実習
場面を観察するとともに、実習担当教員と
共同で、現状の即時フィードバック装置を
活かした教育方法の開発を行なう。もしこの
とき、即時フィードバック装置の機能追加
が 必要になった場合は、その開発を行な
う。後期には、開発した教育方法と、即時
フィードバック装置を医療面接実習に試験
的に導入し、年度末にアンケート及びイン
タビューによって評価を得 る。これは、参
加者に情報通信技術を導入した教育と、技
術開発への協力に慣れてもらう上で必 要と
なる。 

予算が使用可能になると同時にアノト式
デジタルペンの開発キット(Digital Pen 
Toolbox)を購入する。そして、デジタルペ
ンの筆記データをリアルタイムで取り込
み、筆記データのテキスト化を行なうソフ
トウェアを開発する。デジタルペンは現在
のところ無線でデータ通信が可能なアノト
ペンを予定しているが、開発が困難な場合
には、技術仕様がより公開されている Zpen
を使用することも検討する。Zpen は、USB メ
モリによってデータの授受を行なうため、
リアルタイムの評価データ共有はできなく
なるが、記入直後にデータを収集すること
で、実習時間内にデータを共有することは
可能である。 

筆記データのテキスト化には、フリーソフ
トウェアの Zinniaを使用する予定である
が、手書き文字のテキスト化精度が不十分
な場合は、フィードバック評価を表す文字
(例えば○や×)のみ をテキスト化し、それ
以外の詳細な記述はグラフィックのままと
する。22 年度後期には、デジタルペンを使
ったリアルタイムフィードバックを、録画
中の映像と結びつけるソフトウェアを開発
し、そのパイロット的な使用を通じて装置
の評価を行なう。これは、現行の即時フィ
ードバック装置の拡張となる。また、実習担
当の教員や実習参加の模擬患者の意見を踏
まえながら、デジタルペンを使った装置を
効果的に医療面接実習で活用するための教
育方法を開発する。 
 [研究成果発表] 

新しい装置本体の構築が一段落し、評価
を得る年度末を目処に、教育工学系での学
会発表を行うとともに、論文を執筆する。 

2011 年度前期には、実際に医療面接実習
に装置を導入し、実践の中で質問紙とイン
タビューにより評価 を行なう。前期終了後
にスタンフォード大学を訪れ、開発した装
置と教育方法についてのレビューを受け
る。レビューの結果を受けて装置と教育方
法を改善し、後期の実習に活かす。 
 [評価統合・共有] 
前期には以前開発したソフトウェアをも

とに、ビデオ映像と質的評価・量的評価を
統合したウェブアプリケーションを開発す
る。具体的には、ビデオ映像のレイアウト
を変更して見られる機能を追加するととも
に、[デジタルペン]の項で開発する装置のデ
ータをアップロード/表示できるようにす
る。また、スタンドアロン環境でも実行可
能にする機能を追加することで、予習・復習
教材と DVD-R に保存できるようにする。そ
して、実習担当教員と共同で、評価統合・共
有機能を活かす教育方法を開発する。 
後期には、開発した教育方法と、ウェブ

アプリケーションを医療面接実習に導入し、
年度末に 質問紙及びインタビューによって
評価を得る。 
 [模擬患者養成] 
後期には開発予定の情報通信技術は全て

完成するので、医療面接実習において医学
生が使用できる装置は全て、模擬患者のト
レーニングにも使用できるようになる。医療
面接実習における装 置の使用状況を踏ま
え、長崎講師と模擬患者の協力を得なが
ら、半年間で模擬患者のフィードバックの
質を揃えるための教育方法を開発する。 
 [研究成果発表] 
完成した情報通新技術に関して、教育工

学系の学会で発表し、論文の執筆も行なう。 
 2011 年度の研究方法は以下の通りである。 
 [評価統合・共有] 
スタンフォードでのレビューを受けて、

教育方法とウェブアプリケーションをアッ
プデートす る。 
[模擬患者養成] 
医療面接実習とは別に模擬患者をトレー

ニングする場を設けて、開発した装置とそれ
を活用した教育を実施し、評価する。 
 [研究成果発表] 
開発した情報通信技術と包括的な教育方

法をまとめて、論文と報告書を執筆する。ま
た、教育 工学系の学会と医学教育系の学会
でそれぞれの成果を発表する。 
 
４．研究成果 
2010 年度の研究成果として、論文誌 2 件、

国際会議発表 2件、国内会議発表 2件があっ
た。主要な研究成果の具体的な内容としては
以下が挙げられる。 
 デジタルペンを含む、多様な複数のメディ



アからの情報量が大きい入力を同時に記録
中の複数の映像とを結びつける新しい技術
を開発し、その成果を発表した。 
 本研究で提案したシステムは、医学教育の
みならず、一般的なコミュニケーション教育
にも活用できる。具体的には、ミュージック
セラピィにおける振り返りへの応用、大学学
部学生のためのプレゼンテーショントレー
ニングへの応用を示した。 
 本研究で提案したシステムを用いて、
OSCE(客観的臨床能力試験)のための模擬患
者標準化を目的としたトレーニングを行な
い、その成果を発表した。 
 これらの成果から導き出される本研究の
意義を述べる。医療面接 OSCE では、試験の
客観性を担保するために、模擬患者の標準化
が要求される。ここでの標準化とは、異なる
複数の医学部学生の同一内容の質問に対し
て、異なる模擬患者が同一の回答を提供する
ことである。本研究では、開発したシステム
を標準模擬患者の養成に用いた。その結果、
従来の模擬患者養成法と比較して、７名中 7
名全員が標準化に役立ったと回答している。
他の成果としては、システムの拡張性を大幅
に広げたことである。これまでシステムは、
クリッカーとカメラ2台から得られた映像の
結びつけしかできなかった。本研究では、入
力メディア種類と数の制限とカメラ台数の
制限を無くすことに成功した。   
 2011 年度の研究成果として、論文誌 2 件、
国際会議発表 2件、国内会議発表 2件、著書
1 件、国内特許取得１件があった。主要な研
究成果の具体的な内容としては以下の3点が
挙げられる。 
 複数のデジタルペン(手書き Pad)入力を読
み取り、そのリアルタイム評価と記述を、録
画中の映像に結びつける新しい技術を開発
し、その成果を発表した。 
 本研究で提案したシステムは、医学教育の
みならず、一般的なコミュニケーション教育
にも活用できる。具体的には、小学校教師に
よる児童の行動観察の振り返りへの応用、大
学学部学生のためのプレゼンテーショント
レーニングへの応用を示した。 
 本年度に開発したシステムを用いて、
OSCE(客観的臨床能力試験)のための模擬患
者標準化を目的としたトレーニングを行な
い、その成果を発表した。 
 これらの成果から導き出される本研究の
意義を述べる。最も重要な成果としては、シ
ステムで振り返りに役立つ情報収集をより
詳細なものにした点が挙げられる。これまで
システムは、クリッカーとカメラ 2台から得
られた映像の結びつけしかできなかった。そ
れゆえ、利用者はあるシーンが良いか改善可
能かは理解できたが、それがどのような視点
から成された評価か、あるいはどのような理

由から成された評価かが判らなかった。本研
究では、使用者の手書き情報から、評価情報
自動認識するとともに、記述情報もビデオと
結びつけることに成功した。これにより、従
来のチェックシートをわずかな変更で振り
返りに利用できるようになっただけでなく、
評価者の視点や評価理由も振り返り時に共
有できるようになった。 
 2012 年度の研究成果として、論文誌 1 件、
国際会議発表 1件、国内会議発表 4件、紀要
3 件があった。そのうち国際会議発表では、
Outs tanding Poster Awardを受賞した。主要
な研究成果の具体的な内容としては以下が
挙げられる。  
 医学部 OSCE(客観的臨床能力試験)のため
の標準模擬患者の育成を目的として、開発し
たシステム、すなわち手書き入力機能を組み
込んだPF-NOTEを実際に適用し、文脈の中で
質問に対して同一の回答をする能力が育 成
されるという成果を発表した。 
 言語聴覚士の訓練において、模擬患者育成
とOSCEのための学生トレーニングにPF-NOTE
を活用し、その有効性を示した。  
 本研究で開発したシステムは、医学教育
のみならず、一般的なコミュニケーション
教育にも活用できる。具体的には、子育て支
援の 応用、教職を目指す学生のための模擬
授業振り返りなどへの応用を示した。 これ
らの成果から導き出される本研究の意義を
述べる。最も重要な成果としては、これまで
開発してきたシステムが、本質的に学習 者
にどのようなポジティブな影響を及ぼせる
かが明らかになった点である。このことに
より、実際にどのように授業や演習の中で
使用 すれば、より効果的な学習成果が得ら
れるかが明らかになった。具体的には、パ
フォーマンスのフィードバックをする際
に、そのフィードバックの根拠となる映
像、そしてその評価を同時に学習者に開示
することにより、証拠に基づくパフォーマ
ンス改善の、焦点化された議論が可能とな
る。一方で、本システムの使用による学習者
へのインパクトが大きいために、必ずポジ
ティブなフィードバックも与えるなど、学
習者への精神的な配慮が必要であることも
明らかになった。 
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化時代の「学び」と教育、東北大学出版
会、2011、124-149 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

中島 平（NAKAJIMA TAIRA） 

東北大学・大学院教育情報学研究部・准

教授 

研究者番号：30312614 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


